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Unit

22
ユニット研修 情報教育（情報活⽤能⼒の育成）

学習基盤としての情報活⽤能⼒

【ねらい】

情報活⽤能⼒の育成の視点を意識した授業を構想できる。

【ポイント】

□① 情報活⽤能⼒とは

□② 情報活⽤能⼒の育成の視点

□③ ｢⾒⽅･考え⽅｣を具体化する思考スキル

【活動】授業を振り返り、情報活⽤能⼒の育成に関係する

「主体的な児童生徒の活動」について探してみましょう。

岡山県総合教育センター
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情報活⽤能⼒とは 1

情報活⽤能⼒は、世の中の様々な事象を情報とその結び付きと

して捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活⽤して、問

題を発⾒・解決したり⾃分の考えを形成したりしていくために

必要な資質・能⼒である。

情報の収集

情報の整理・⽐較

情報の発信・伝達

情報の保存・共有

情報手段(コンピュータ等)の
基本的な操作

プログラミング的思考

情報モラル

情報セキュリティ

（「⼩学校学習指導要領解説」より）

統計
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思考⼒･判断⼒･表現⼒等

知識･技能 学びに向かう⼒、⼈間性等

⽂部科学省「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活⽤能⼒育成のために」
平成27年３⽉

※必ずしも、
コンピュータを
活⽤するとは限らない。

情報活⽤能⼒とは 3観点８要素 2
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学習の基盤となる資質・能⼒として
「情報活⽤能⼒」が位置付けられた

文部科学省 学習指導要領改訂のポイント（平成29年３月公示）

情報活⽤能⼒とは 3
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情報活⽤能⼒の育成の視点 4

【⼩中／児童⽣徒の情報活⽤能⼒に関する傾向】

① ⼩学生について、整理された情報を読み取ることはできるが、複数の

ウェブページから目的に応じて、特定の情報を⾒つけ出し、関連付ける

ことに課題がある。また、情報を整理し、解釈することや受け手の状況

に応じて情報発信することに課題がある。

② 中学生について、整理された情報を読み取ることはできるが、複数の

ウェブページから目的に応じて、特定の情報を⾒つけ出し、関連付ける

ことに課題がある。また、⼀覧表⽰された情報を整理・解釈することは

できるが、複数ウェブページの情報を整理・解釈することや、受け手の

状況に応じて情報発信することに課題がある。

③ ⼩学生については、⾃分に関する個⼈情報の保護について理解している

が、他⼈の写真をインターネット上に無断公表するなどの他⼈の情報の

取扱いについての理解に課題がある。中学生については、不正請求メー

ルの危険性への対処についての理解に課題がある。

情報活⽤能⼒調査（⼩中）概要【⽂科省 H25-H26】
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情報活⽤能⼒の育成の視点 5
【⼩中／情報活⽤能⼒調査結果の上位の学校群の傾向】

① 上位の学校群の教員は、下位の学校群と⽐べ、次のような授業の実施頻

度が⾼い傾向にある。

・ 児童生徒に⾃分の考えを表現させること

・ 児童生徒に情報を整理させること

・ 児童生徒に情報手段の特性に応じた伝達及び円滑なコミュニケーション

を⾏わせること など

② 上位の学校群の児童生徒は、下位の学校群と⽐べ、学校で次のような

ICT活⽤をしている頻度が⾼い傾向にある。

・情報を収集すること

・表やグラフを作成すること

・発表するためのスライドや資料を作成すること。

情報活⽤能⼒調査（⼩中）概要【⽂科省 H25-H26】



Copyright 2021 © Okayama Prefectural Education Center

情報活⽤能⼒の育成の視点 6

情報活⽤能⼒調査（⾼）概要【⽂科省 H27-H28】

【⾼／調査結果に見られた課題】… ⼩中と同様の傾向

＜情報活⽤の実践⼒＞

整理された情報を読み取ったり、整理・解釈したりすることはできる

が、複数の情報がある多階層のウェブページから、目的に応じて特定の

情報を⾒つけ出し、関連付けることに課題がある。また、複数の統計情

報を、条件に合わせて整理し、それらを根拠として意⾒を表現すること

に課題がある。

＜情報の科学的理解 情報社会に参画する態度＞

⾃動制御に関する情報処理の手順を考え、アルゴリズムを⽤いて表現

することに課題がある。

基本的な情報モラルは理解しているが、情報の発信・伝達の際に、他

者の権利（肖像権や著作権）を踏まえて適切に対処することや、不正請

求のメールやサイト等の対処に課題がある。
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情報活⽤能⼒の育成の視点 7

【⾼／調査結果に見られた課題】

＜新たに見られた課題＞

ある事象の原因や傾向を推測するために、どのような情報が必要である

かを明確にすること。

多項目かつ桁数の多い数値のある表で⽰された統計情報を、表計算アプ

リケーションを使って、数的な処理をすること。

情報活⽤能⼒調査（⾼）概要【⽂科省 H27-H28】
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8



Copyright 2021 © Okayama Prefectural Education Center

多面的にみる

⽐較する

関係づける

⾒通す

評価する

推論する

要約する

｢⾒⽅･考え⽅｣を具体化する思考スキル 9

変化をとらえる

分類する

関連づける

抽象化する

応⽤する

具体化する

順序⽴てる

変換する

理由づける

焦点化する

構造化する

広げてみる

泰⼭裕、⼩島亜華⾥、⿊上晴夫（2014）

「体系的な情報教育に向けた教科共通の思考スキルの検討」
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まとめ 10

⼈工知能（AI）

IT技術

⾃動運転

ロボット
学校教育は
どう変わる︖
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【活動】 11

授業を振り返り、情報活⽤能⼒の育成に関係

する「主体的な児童生徒の活動」について探

してみましょう。

・今後取り組む授業改善に、「情報活⽤能⼒の育成の視点」

を意識した授業づくりを取り⼊れてみましょう。


